池の みぎわで おたまじゃくしの 行列 を 見る 事 も ある _ 

あの 行列の 道筋に 何 か 方 則が あるだろう か、 水流と 何 

か 関係が あるだろう か。 そんな 事 を だれかと 議論した 

事が あった。 もちろん なんの 結論 も 得られなかった。 

冗談 はさて おいて、 この 池が、 これまでに、 いろい 

ろの まじめな 研究の 材料 を 供給して いる 事 も、 数え 上 

げれ ば、 少なくな いようで ある。 

池 中に 棲息す る ある 生物の 研究 を、 学位論文の 題目 

とした 先輩が、 少なくも 二人 は あるそう である。 

たな か だて ふしょく 

田 中 館 先生が 電流に よる 水道 鉄管の 腐蝕に 関する 研 

究 をされ た 時、 やはり この 池の 水中で いろいろの 実験 



あって、 忘れ 難い 思い出の 種に なって いる。 

墜落で は 一 つの 思い出が ある。 三年 生の 某々 二君と、 

池の 水温 分布 を 測った 事が ある。 池の 中島に ガルバ を 

すえて、 小船で サ— モ ジャンクション を 引っぱり ある 

いて は、 時々 の 水温の 水平なら びに 垂直 分布 を 測った。 

冬の 最中の ある 日に 観測 中に 某 君が 誤って 水中に 落ち、 

そのために 病気 を 起こした 事 もあった。 水温の 分布 は 

どろ 

あまり 珍しい 事 もなかつ たが、 深い 泥の 中の 分布 を 

測った の は、 いくらか 珍しい ほうか もしれ ない。 

この 観測に 使った 小船 は、 今 は 理学部の 北 玄関の 壁 

に 立て かけて 乾燥 状態に ある。 もとは 大きな if を 浮 



と 思いながら そのまま になって いる。 池の 断面の 形 を 

した 鉄板の 片を 電磁石の 間にお いて、 それに 鉄く ず を 

振り かけて、 その 磁力線の 分布 を、 実地と 比較した 学 

生 もあった。 

池の 氷が 張りつ めた 上に、 雪が 積もる と、 その 表面 

に おもしろい 紋 のよう な 模様が できる。 これ は ドイツ 

で Dam^fL ひ ciier と 称する もの だそう で、 この 成因 は 

たな か あかまろ すわこ 

あまり 明らかで ない らしい。 田 中 阿歌麿 氏 著、 「詉訪 湖 

の 研究」 上 編 七 一六 ぺ— ジ にこれ に関する 記事と、 写 

たまる 

真が ある。 数年 前の 「口 — マ 字 世界」 にも 田 丸 先生が、 

この 池の ものに ついて おかきに なった のが 出て いる。 



われた 例 もなかな か 少なくな さそう であるが、 この ほ 

うの 文献 は その ほうの 専門家に お願いした ほうがよ い 

と 思う から、 ここで はいつ さい 触れない 事と する。 

(大正 十三 年 十 一 月、 理学部 会 誌) 
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